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静内高校３年生の
赤ちゃん触れ合い体験授業



令和６年度　　全国学力 ・ 学習状況調査結果の公表
　４月18日（木）に実施された令和６年度全国学力・学

習状況調査の結果および分析についてお知らせします。

　平成 19 年度から開始され今年度で 18 回目の実施と

なる本調査は、全国の小学校６年生と中学校３年生を

対象に、①教科に関する調査として小学校は国語・算

数の２教科、中学校は国語・数学の２教科。②生活習

慣や学習環境などに関する児童・生徒質問調査が行わ

れました。

  本調査の結果をもとに、教育委員会では教育施策の

充実を、各学校では教育活動の改善・充実に向けた取

組を進めていきます。つきましては、保護者・地域の

皆さまのご理解とご協力をお願いします。

【調査結果の概要】

　小学校は、全国平均と比較して、国語が【ほ

ぼ同様上位】、算数 が【やや低い】という結果

でした。各領域の状況は次のとおりです。

【学力状況の概要】

　国語では「書くこと」が【高い】、「話すこと・

聞くこと」が【やや高い】、「読むこと」が【同様】

という結果でした。

  算数では「図形」・「データの活用」が【やや

低い】、「変化と関係」が【低い】、「数と計算」

が【相当低い】という結果でした。

新冠町内小学校（学校数１校、受験児童数 42 人）

【今後の学力向上策について】
　今年度、町内小・中学校では、「新しいかたちの学

びの授業力向上推進事業（連携校）」、「小学校専科教

員加配事業」、「巡回指導の実施に向けたモデル構築

事業（連携校）」、「働き方改革推進事業」などの指

定校事業等を受け、教育活動や授業・指導法の改善

に取り組んでいます。また、教育委員会においても、

幼小中連携、学力・体力向上、ＩＣＴ教育の推進や、

教育環境の整備（町負担教職員配置等）に取り組ん

でいます。

【新冠町教育委員会の学力向上策】
☆幼小中接続・小中一貫を意識したカリキュラム・

マネジメント及び改善プランの実践と検証による授

業改善の推進

☆ＩＣＴ機器を効果的に活用した「個別的な学び」

と「協働的な学び」の一体的な充実に向けた取り組

みの推進

☆校種連携により義務教育９年間を通して計画的・

継続的に行われる発達の段階に応じた家庭学習習慣

確立に向けた取り組みの推進

【児童質問調査の結果から】　（全国との比較）

＜良かった点＞（あてはまる・だいたいあてはまる）

○自分と違う意見について考えるのは楽しいですか

　→　90.2％ （全国差 +14.4％）

○分からないことや詳しく知りたいことがあったときに、自分

で学び方を考え工夫している　→　92.6％ （全国差 +11.9％）

○５年生までに受けた授業では、各教科などで学んだことを

生かしながら、自分の考えをまとめるまとめる活動を行った

　→　82.9％ （全国差 +13.6％）

○国語の授業で、違う点や似ている点を意識したり、図で示

したりしながら、情報を整理している

　→　97.5％ （全国差 +19.2％）

○算数の問題の解き方が分からないときは、あきらめずにい

ろいろな方法を考えている　→　97.5％ （全国差 +14.2％）

○英語の授業の内容はよく分かる

　→　97.6％ （全国差 +19.3％）

＜課　題＞

●５年生までに受けた授業で、ＰＣ・タブレットなどのＩＣ

Ｔ機器を週３回以上使用した　→　21.9％ （全国差 -37.6％）

【小学校の主な学力向上の取り組み】

＜新冠小学校＞

☆各領域の基礎基本の定着を徹底して行う

☆日常の場面に応じて目的に合った算数的な活

動を行い、学んだことを活かす

☆単元の途中や発展的な内容に進む前に、今ま

で学習したことの振り返りを入れる

☆考えたことを比べたり、使ったりしながら協

働的に学習を進めていく

☆決められた文字数で要旨をまとめたり、自分

の感想などを書いたりする学習を取り入れる

☆朝読書や読書週間などを通して、読書の楽し

さ、本への親しみを養う

☆ＩＣＴ機器の効果的な活用により、基礎基本

の習熟と学び合う授業づくりを進める

☆「学年× 10 分」の習慣化を目指した家庭学習

の定着      

【調査結果の概要】

　中学校は、全国平均と比較して、国語が【相

当低い】、数学は【低い】という結果でした。各

領域の状況は次のとおりです。

【学力状況の概要】

　国語では「話すこと・聞くこと」・「読むこと」

が【やや低い】、「書くこと」が【相当低い】と

いう結果でした。

　数学では「データの活用」が【ほぼ同様上位】、

「図形」が【やや低い】、「数と式」・「関数」が【相

当低い】という結果でした。

新冠町内中学校（学校数１校、受験生徒数 32 人）

【生徒質問調査の結果から】　（全国との比較）

＜良かった点＞（あてはまる・だいたいあてはまる）

○国語の勉強が好きですか

　→　75.0％（全国差 +10.7％）

○人の役に立つ人間になりたいと思いますか

　→　100.0％（全国差 +4.8％）

＜課　題＞

●平日の家庭学習時間が１時間未満である

　→　65.6％（全国差 -30.2％）

●１、２年生のときに受けた授業で、ＰＣ・タブレットなど

のＩＣＴ機器を週３回以上使用した

　→　40.7％（全国差 -23.7％）

【中学校の主な学力向上の取り組み】

＜新冠中学校＞

☆生徒の学ぶ意欲を高めるための組織的な校内

研修の推進

☆ペア学習やグループ学習など協働的な学習活

動の推進

☆家庭学習の質を高めるために、生徒が学習計

画表を作成して実行することの推進

☆デジタル教材「学びポケット」を活用した補

充的な学習活動の確立

☆放課後や長期休業を活用した補充学習

【教科に関する調査結果】

【教科に関する調査結果】

●問い合わせ先：教育委員会管理課管理グループ　☎ 0146・47・2547
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ス
ポ
ー
ツ
の
日
記
念
大
会

モ
ル
ッ
ク
が
競
技
に
加
わ
る

　

町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
は
、
10
月
13
日
に
ス

ポ
ー
ツ
の
日
記
念
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

今
年
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
、
そ
し
て
新
た
に
競
技
種
目
に
加
わ
っ

た
モ
ル
ッ
ク
の
３
種
目
に
計
22
チ
ー
ム

１
６
８
名
の
町
民
が
参
加
し
、
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

新
競
技
の
モ
ル
ッ
ク
は
、
近
年
競
技
人

口
が
増
え
て
い
る
簡
単
な
ル
ー
ル
の
軽
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。
町
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

た
モ
ル
ッ
ク
に
は
６
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

投
て
き
の
た
び
に
歓
声
が
響
き
わ
た
り
、

終
始
盛
り
上
が
っ
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

ま ち の

話 題
あ れ こ れ

　

10
月
16
日
、
レ
・
コ
ー
ド
館
で

日
高
管
内
中
学
校
英
語
暗
唱
大
会

が
開
催
さ
れ
、
新
冠
中
学
校
か
ら

３
年
生
の
ビ
ャ
ン
バ
ツ
ォ
ク
ト 

ナ

ム
ー
ダ
リ
さ
ん
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
で
は
英
語
教
科
書
か

ら
暗
唱
文
を
選
び
、
発
音
や
表
現

を
審
査
し
ま
す
。
ナ
ム
ー
ダ
リ
さ

ん
は
惜
し
く
も
入
賞
を
逃
し
ま
し

た
が
「
声
の
大
き
さ
に
気
を
付
け

て
発
表
し
ま
し
た
。
緊
張
し
た
け

ど
自
分
の
発
表
に
85
点
を
付
け
た

い
で
す
。」
と
振
り
返
り
ま
し
た
。

日
高
管
内
中
学
校
英
語
暗
唱
大
会
に

新
冠
中
か
ら
ナ
ム
ー
ダ
リ
さ
ん
が
出
場

　

10
月
３
日
、
静
内
高
校
３
年

の
生
徒
17
名
が
、
保
育
基
礎
授

業
の
一
環
で
赤
ち
ゃ
ん
と
触
れ

合
う
特
別
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

新
冠
町
と
新
ひ
だ
か
町
の
保

健
師
が
協
力
し
た
こ
の
授
業
に

は
、
両
町
か
ら
10
組
の
親
子
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
を

抱
っ
こ
し
た
り
、
保
護
者
に
質

問
を
す
る
な
ど
し
な
が
ら
、
育

児
や
保
育
に
つ
い
て
の
学
び
を

深
め
ま
し
た
。

静
内
高
校
生
が
授
業
で

赤
ち
ゃ
ん
と
触
れ
合
う

　

新
冠
消
防
は
、
10
月
19
日
に

道
の
駅
で
火
災
予
防
の
街
頭
啓
発

活
動
を
行
い
ま
し
た
。
道
の
駅
で

の
啓
発
活
動
は
今
回
が
初
の
試
み

で
、
施
設
内
で
行
わ
れ
た
模
擬
消

火
訓
練
体
験
に
は
、
町
内
外
問
わ

ず
多
く
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
活
動
は
新
冠
市

街
地
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
も
協
力

し
、
７
月
に
ク
ラ
ブ
で
製
作
し

た
防
火
メ
ッ
セ
ー
ジ
付
き
の
廃

油
石
け
ん
を
配
布
し
て
、
防
火

の
重
要
性
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

秋
の
火
災
予
防
運
動

新
冠
消
防
が
道
の
駅
で
街
頭
啓
発

　

９
月
25
日
と
10
月
２
日
の
２

日
間
、
新
冠
小
学
校
６
年
生
の

児
童
が
高
齢
者
疑
似
体
験
と
車

い
す
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
体
験
は
町
社
会
福
祉
協

議
会
と
町
保
健
福
祉
課
の
協
力

で
実
施
さ
れ
、
車
い
す
体
験
で

は
段
差
や
坂
道
、
砂
利
道
を
車

い
す
で
通
り
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
段
差
を
乗
り
越
え

る
際
に
前
輪
を
上
げ
る
必
要
が
あ

る
な
ど
、
車
い
す
生
活
の
大
変
さ

を
体
験
を
通
し
て
学
び
ま
し
た
。

新
冠
小
学
校
６
年
生
の
児
童
が

高
齢
者
・
車
い
す
生
活
を
疑
似
体
験

　

新
冠
町
文
化
協
会
は
10
月
20

日
、
レ･

コ
ー
ド
館
を
会
場
に

第
54
回
新
冠
町
民
文
化
祭
「
芸

能
発
表
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

芸
能
発
表
会
に
は
町
内
の

サ
ー
ク
ル
と
新
冠
中
学
校
吹
奏

楽
部
の
11
団
体
が
出
演
し
、
約

３
５
０
名
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

出
演
し
た
各
団
体
は
合
唱
や

ハ
ー
モ
ニ
カ
、
ダ
ン
ス
な
ど
日

頃
の
活
動
の
成
果
を
披
露
し
、

ス
テ
ー
ジ
を
華
や
か
に
彩
り
ま

し
た
。

新
冠
町
民
文
化
祭

芸
能
発
表
会

　

10
月
１
日
よ
り
「
赤
い
羽
根

共
同
募
金
運
動
」
が
始
ま
り
、

新
冠
町
赤
い
羽
根
共
同
募
金
委

員
会
が
道
の
駅
前
で
街
頭
募
金

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
多
く
の
方
が
募
金

に
協
力
し
、
一
定
額
以
上
を
募

金
し
た
方
に
は
、
町
内
農
家
か

ら
提
供
さ
れ
た
新
冠
町
産
の
か

ぼ
ち
ゃ
が
進
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

募
金
は
町
社
会
福
祉
協
議
会

内
で
も
受
け
付
け
て
お
り
、
受

付
期
間
は
12
月
31
日
ま
で
で
す
。

道
の
駅
で
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動

募
金
者
に
新
冠
町
産
か
ぼ
ち
ゃ
を
進
呈

　

10
月
30
日
、
町
と
静
内
警
察
署
、
猟
友

会
新
冠
支
部
主
催
で
ヒ
グ
マ
出
没
対
策
訓

練
が
字
西
泊
津
で
実
施
さ
れ
、
朝
日
の
森

に
事
業
所
が
あ
る
㈱
ｍ
ｍ
ガ
ー
ド
の
協
力

を
得
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

訓
練
は
市
街
地
近
く
で
の
出
没
を
想
定

し
、
㈱
ｍ
ｍ
ガ
ー
ド
が
所
有
す
る
熱
探
知
機

能
付
き
ド
ロ
ー
ン
で
茂
み
に
隠
れ
た
ヒ
グ

マ
役
の
職
員
を
探
索
し
ま
し
た
。
発
見
後

は
、
警
察
が
中
心

と
な
り
道
路
封
鎖

と
ヒ
グ
マ
の
追
い

払
い
の
ほ
か
、
ハ

ン
タ
ー
に
よ
る
発

砲
ま
で
の
手
順
を

確
認
し
ま
し
た
。

　

人
の
立
ち
入
り

が
難
し
い
場
所
で

も
ド
ロ
ー
ン
に
よ

る
安
全
な
探
索
が

可
能
で
あ
り
、
今

後
の
有
効
な
対
策

手
段
と
し
て
活
用

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た

ヒ
グ
マ
出
没
対
策
訓
練

　

10
月
21
日
、
札
幌
市
で
道
主

催
の
北
海
道
ス
ポ
ー
ツ
賞
贈
呈

式
が
開
催
さ
れ
、
今
村
裕
さ
ん

が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

今
村
さ
ん
は
、
昭
和
52
年
に

町
の
体
育
指
導
員
就
任
後
、
永

年
町
内
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢

献
し
た
ほ
か
、
日
高
管
内
お
よ

び
道
内
の
体
育
指
導
委
員
組
織

で
も
会
長
や
理
事
を
務
め
た
功

績
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
た
び
の

北
海
道
ス
ポ
ー
ツ
賞
受
賞
と
な

り
ま
し
た
。

字
本
町
の
今
村
裕
さ
ん
が

北
海
道
ス
ポ
ー
ツ
賞
を
受
賞

　

10
月
25
日
、
新
冠
小
学
校
で

統
合
後
初
め
て
の
学
習
発
表
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

発
表
会
は
１
年
生
の
演
奏
、
歌

と
ダ
ン
ス
か
ら
始
ま
り
、
笑
顔
い
っ

ぱ
い
で
踊
る
１
年
生
の
姿
に
会
場
か

ら
大
き
な
拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
各
学
年
が
劇
や
音

楽
、
総
合
発
表
を
披
露
し
、
日

頃
の
学
習
や
発
表
会
に
向
け
た

練
習
の
成
果
を
発
揮
し
た
児
童

た
ち
に
、
会
場
か
ら
は
多
く
の

拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

新
冠
小
学
校

学
習
発
表
会
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○ 12 月２日以降の取り扱いについて

・マイナンバーカードをお持ちでない方

　保険証に代わる「資格確認書」が交付されますの

で、そちらを医療機関などの窓口で提示することに

より、引き続き保険診療を受けられます。

　また、現在お持ちの保険証は、経過措置として最

大１年間使用できます。

　なお、国民健康保険・後期高齢者医療の保険証は、

令和７年７月 31 日まで使用できます。

・マイナ保険証をお持ちの方

　マイナ保険証をぜひご利用ください。

　12 月２日以降に健康保険資格の変更（新規加入）

などが生じた場合、書面で保険資格を確認できる「資

格情報のお知らせ」が交付されますので、お間違い

がないかご確認ください。（この通知書では診療を

受けられませんのでご注意ください）

　なお、国民健康保険への加入または喪失の際は、

これまで同様に手続きが必要です。

○マイナ保険証への切り替えについて

　マイナ保険証への切り替えは、かんたん２ステッ

プ！便利なマイナ保険証に切り替えよう！

・手順１

　役場窓口やパソコン・スマートフォンから申請し、

マイナンバーカードを取得する。

・手順２

　マイナンバーカードの保険証利用登録を行う。

※マイナ保険証は役場窓口のほか、マイナポータル、

医療機関・薬局のカードリーダー、セブン銀行ＡＴ

Ｍからも登録できます。

ご寄附ありがとうございました。（敬称略）

●まちづくりに役立ててと

☆上山試錐工業株式会社 （300,000 円）

●老人ホーム「恵寿荘」で役立ててと

☆白藤　知鶴 （タオル３袋）

☆エルソグループ

 （古布７袋・オムツ２袋）

☆匿　名 （古布２袋）

☆渡邊　恵美子 （古布３袋）

☆匿　名 （かぼちゃ 10玉）

☆ボランティアグループちょぼら

 （カット布３袋）

●国保診療所で役立ててと

☆匿　名 （かぼちゃ 10玉）

新冠町社会福祉協議会へ

●香典返しに代えて

☆本郷　享子 （30,000 円）

☆沼澤　俊 （30,000 円）

☆齊藤　弘之 （30,000 円）

●福祉事業に役立ててと

☆ボランティアグループあゆみ

 （5,000円）

☆前原　涼子 （古布２袋）

☆匿　名 （古布１袋）

役場からのお知らせ
 － Niikappu Town Office Information －

健 康 カ レ ン ダ ー
（お問い合わせ先：保健福祉課　☎ 0146・47・2113）

月　日 時　間 事業名 場　所

１1

月

13日（水） 10：00～12：00 からだリセット講座

保健センター

14 日（木） 13：00～16：30 フッ素塗布

26日（火）
受付 10：00～
受付 13：00～

4・7・12 ヶ月児健康診査

1歳6ヶ月・3歳児健康診査

１2

月

13日（金） 13：15～15：30 ５歳児相談

17日（火） 13：00～16：30 フッ素塗布

18日（水） 10：00～12：00 からだリセット講座

24日（火）
受付 10：00～
受付 13：00～

4・7・12 ヶ月児健康診査

1歳6ヶ月・3歳児健康診査

　事業の詳細は、対象者への個別案内や町政事務委託文書

などでお知らせします。

令和６年 12 月２日より健康保険証の新規発行が終了します

●問い合わせ先：保健福祉課保健福祉グループ国保後期高齢者医療係　☎ 0146・47・2112

　町長が地域の皆さんのとこ

ろに出向き、皆さんと膝を交

えて、町の取り組みや各種事

業の方向性などの説明を行う

とともに、地域が抱えている

課題などの意見交換を行いた

いと考えていますので、ぜひ、

会場にお集まりください。

●問い合わせ先

　企画課まちづくりグループ

 　　　　☎ 0146・47・2498

令和６年度　町政懇談会開催のお知らせ

期日 時間 開催場所 対象地区

11月25日（月）
10：00～ 11：00 共栄生活館 共栄・東川

13：30～ 14：30 泉生活館 若園・新栄・泉・岩清水

11月27日（水） 18：30～ 19：30 レ・コード館
市街地・夕日ヶ丘
レ・コードの森

11月28日（木）

10：30～ 11：30
朝日の森
（旧朝日小学校）

高江・朝日・大富・万世
明和・緑丘・古岸

13：30～ 14：30 太陽開拓婦人ホーム 美宇・太陽・新和・里平

18：00～ 19：00 泊津生活館 西泊津・東泊津

11月29日（金）
13：30～ 14：30 大狩部生活センター 大狩部

18：00～ 19：00 節婦生活館 節婦町

2025 年農林業センサスが実施されます

 

　農地に住宅や農業経営に必要な施設を建設する場

合、あるいは資材置場や道路など農地以外にする場

合には、農地転用許可が必要となります。

　この農地転用に係る申請については、農業委員会

の審議を経て、道（知事）へ送られ審議された後、

許可（もしくは不許可）となります。

　許可を受けずに建物を建設したり、許可の内容と

異なることを行った場合は、工事の中止、原状回復

などの指導が行われ、改善されない場合は「農地法

違反」として、懲役や罰金が科せられることとなり

ます。

　農地転用には他の法令の許可（農業振興地域指定

の変更など）も必要となる場合もあることから、申

請から許可されるまでに相当の日数を要しますの

で、転用の計画がある時はお気軽に農業委員会まで

ご相談の上、早急に申請手続きをお願いします。

●問い合わせ先

　農業委員会事務局 　 ☎ 0146・47・2472

農地の転用制度　転用許可を忘れずに

　農林水産省では、令和７年２月１日現在で、「2025

年農林業センサス」を実施します。この調査は、我

が国の農林業・農山村地域の実態を明らかにする最

も基本的な調査です。

　令和６年 12 月中旬から調査員が農林業関係者の

方々を訪問して、調査票に農林業の経営状況などの

記入をお願いします。

　調査票に記入された事項につ

いては、統計以外の目的には使

用されませんので、調査のご協

力をお願いします。

●問い合わせ先

　企画課まちづくりグループ

　　　　　☎ 0146・47・2498 　令和６年 12 月２日より、健康保険証の新規発行が終了し、マイナンバーカードを「マイナ保険証」として

利用する仕組みへ移行となります。

　マイナンバーカードの保険証利用登録を行っている方は、マイナ保険証をぜひご利用ください。
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新
冠
温
泉
ホ
テ
ル
ヒ
ル
ズ
は
、
次

の
期
間
を
施
設
点
検
の
た
め
、
臨
時

休
館
日
と
い
た
し
ま
す
。

　

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
げ
し
ま
す

が
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

〇
休
館
日
時

12
月
10
日
（
火
）
午
前
10
時
～

12
月
13
日
（
金
）
午
前
10
時

※
10
日
の
朝
湯
は
営
業
し
ま
す
。

※
13
日
は
朝
湯
の
み
休
館
し
、
そ
れ

以
降
は
通
常
営
業
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

新
冠
温
泉
ホ
テ
ル
ヒ
ル
ズ

☎
０
１
４
６
・
４
７
・
２
１
０
０

　

12
月
４
日
か
ら
10
日
は
「
人
権
週

間
」
で
す
。

　

札
幌
法
務
局
日
高
支
局
お
よ
び
日

高
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で
は
、
特

設
相
談
所
を
開
設
し
、
新
冠
町
で
は

次
の
日
程
で
開
設
し
ま
す
。

○
日
時　

12
月
４
日
（
水
）

10
時
～
15
時

○
場
所　

レ･

コ
ー
ド
館

　

家
庭
内
の
問
題
、
子
ど
も
や
高
齢

者
の
問
題
、
近
所
の
も
め
ご
と
な
ど
、

幅
広
い
相
談
に
応
じ
ま
す
。
困
り
ご

と
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

札
幌
法
務
局
日
高
支
局

☎
０
１
４
６
・
４
２
・
０
４
１
５

　

静
内
警
察
署
管
内
で
は
９
月
ご
ろ

か
ら
『
架
空
請
求
詐
欺
被
害
』
が
複

数
件
数
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
使
用

中
に
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
警
告
が
突
然

表
示
さ
れ
、
警
告
画
面
に
表
示
さ
れ

た
電
話
番
号
に
慌
て
て
連
絡
す
る

と
、
パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
販
売

会
社
の
社
員
を
名
乗
る
人
物
が
応
答

し
、
ウ
イ
ル
ス
除
去
に
は
費
用
が
か

か
る
の
で
電
子
マ
ネ
ー
で
支
払
う
よ

う
に
と
案
内
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

指
示
通
り
に
コ
ン
ビ
ニ
で
現
金

３
万
円
相
当
の
電
子
マ
ネ
ー
を
購
入

し
、
そ
の
番
号
を
伝
え
た
結
果
、
だ

ま
し
取
ら
れ
て
し
ま
う
手
口
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
使
用
中

に
同
様
の
表
示
が
出
た
場
合
は
、

・
ま
ず
は
慌
て
な
い

・ 

ウ
イ
ル
ス
除
去
の
表
示
が
出
た
場

合
は
、
一
度
電
源
を
切
る

・ 

自
分
一
人
で
判
断
せ
ず
、
周
り
の

者
や
警
察
に
相
談
す
る

な
ど
を
心
掛
け
、
警
察
相
談
電
話

「
＃
９
１
１
０
」
を
活
用
す
る
な
ど

し
て
被
害
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

北
海
道
札
幌
方
面
静
内
警
察
署

☎
０
１
４
６
・
４
３
・
０
１
１
０

　

昭
和
45
年
、
ア
ジ
ア
で
初
め
て
技

能
五
輪
国
際
大
会
が
日
本
で
開
催
さ

れ
、
開
会
式
が
行
わ
れ
た
11
月
10
日

を
記
念
し
、こ
の
日
を
「
技
能
の
日
」、

11
月
を
「
職
業
能
力
開
発
促
進
月
間
」

と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

日
高
管
内
で
は
、
こ
の
月
間
中

に
、
技
能
に
対
す
る
正
し
い
認
識
を

高
め
、
多
く
の
職
種
に
携
わ
る
「
技

能
者
」
の
技
能
と
社
会
的
地
位
の
向

上
を
図
る
た
め
、
例
年
開
催
し
て
い

る
「
技
能
者
の
集
い
」
を
次
の
と
お

り
開
催
し
、
技
能
尊
重
運
動
を
推
進

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

○
日
高
管
内
「
技
能
者
の
集
い
」

・
日
時　

11
月
15
日 

午
後
３
時
～

・
場
所　

浦
河
ウ
エ
リ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル

●
お
問
い
合
わ
せ
先

日
高
地
方
技
能
訓
練
協
会

☎
０
１
４
６
・
２
２
・
２
３
９
４

　

国
内
で
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
化
学

製
品
に
は
、
危
険
性
や
有
害
性
が
知

ら
さ
れ
な
か
っ
た
り
し
て
、
事
故
に

つ
な
が
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

労
働
安
全
衛
生
法
関
係
法
令
の
改

正
に
よ
り
、
令
和
６
年
４
月
か
ら
職

場
で
の
化
学
物
質
規
制
が
大
き
く
見

直
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

労
働
安
全
衛
生
総
合
研
究
所
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

事
業
者
の
た
め
の
化
学
物
質
管
理

無
料
相
談
窓
口

☎
０
５
０
・
５
５
７
７
・
２
４
８
６
２

　

建
退
共
制
度
は
、
建
設
現
場
で
働

く
労
働
者
の
た
め
、
法
律
に
よ
り
国

が
作
っ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々
が
、

建
設
現
場
で
働
く
労
働
者
の
働
い
た

日
数
に
応
じ
て
、
掛
金
を
充
当
し
、

そ
の
労
働
者
が
建
設
業
界
で
働
く
こ

と
を
や
め
た
と
き
に
、
建
退
共
か
ら

退
職
金
を
支
払
う
と
い
う
、
業
界
全

体
で
の
退
職
金
制
度
で
す
。
退
職
金

は
国
が
定
め
た
基
準
に
よ
り
計
算
し

て
、
確
実
に
支
払
わ
れ
る
た
め
安
心
・

安
全
で
す
。

　

ま
た
、
電
子
申
請
方
式
の
活
用
で

手
続
き
が
便
利
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
電
子
申
請
方
式
で
は
、
共
済
証

紙
に
代
わ
る
「
退
職
金
ポ
イ
ン
ト
」

を
電
子
申
請
専
用
サ
イ
ト
で
事
前
に

購
入
し
、
就
労
日
数
を
登
録
す
る
こ

と
で
、
個
々
の
被
共
済
者
に
掛
金
を

充
当
で
き
ま
す
。
事
業
主
は
、
共
済

証
紙
の
購
入
・
貼
付
・
消
印
お
よ
び

現
物
管
理
が
不
要
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
共
済
手
帳
の
新
規
申
し
込
み
な

ど
の
手
続
き
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
建
退
共
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

☎
０
３
・
６
７
３
１
・
２
８
６
７

　

相
談
は
予
約
制
で
す
。
相
談
を
希

望
さ
れ
る
方
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

○
セ
ン
タ
ー
開
設
日

11
月-

11
日
（
月
）
・
13
日
（
水
）

　
　
　

18
日
（
月
）
・
20
日
（
水
）

　
　
　

25
日
（
月
）
・
27
日
（
水
）

12
月-

２
日
（
月
）
・
４
日
（
水
）

　
　
　

９
日
（
月
）
・
11
日
（
水
）

　
　
　

16
日
（
月
）
・
18
日
（
水
）

　
　
　

23
日
（
月
）
・
25
日
（
水
）

○
相
談
時
間　

13
時
～
15
時

○
予
約
受
付　

平
日
10
時
～
16
時

●
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

ひ
だ
か
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
４
６
・
４
２
・
８
３
７
３

せ

コ

ナ

ー

ー

知

お

ら

Ｆ Ａ Ｘ 送 信 連 絡 票 
 
発 信 日 
 

 
令和 6年 10月 25日 

 
発 信 枚 数      

 
  本票を含め 1 枚 

 
 
 
 宛 先 
 

 
新冠町役場 企画課 まちづくりグループ 
広報統計係 副主幹兼係長 上村 晃司 様 

 
          ℡ （0146）47－2498   
          FAX（0146）47－2600   

 
 
 
 
 
送 信 者 
 
 

 
 〒０５９－２４１２ 
   北海道新冠郡新冠町字節婦町１０４番地 

    社会福祉法人 新冠ほくと園 
    TEL:47-2009 / FAX：45-700 
          
    ［担当者］ 水口 卓也（新冠町デイサービスセンター内） 
     TEL:47-3500 

件 名 
 

11月号広報原稿について 
 

 
 ［通信覧］  

いつもお世話になっております。 
下記の通りよろしくお願いいたします。 
 

「みると」からのお知らせ 

１１月よりクリスマスケーキの 

ご予約を承ります。 

限定数に達しましたら 

ご予約は締め切りとなり 

ますのでお早めにどうぞ 
詳しくは店頭へお問合わせ下さい。 

niikappu sweets marche みると 
TEL･FAX 49-0321 

 
 
 

 
 
 

O A・文具
リバティーはしもと

平日 10：00～16：00（12：00～13：00を除く）
0146-42-8373相談予約

ダイヤル

無料
面談
電話完全

あなたの町のカー&ライフサポーター！！

TEL. (47)-2820

株式会社　伊藤商会

ココロも満タンに

新冠SS (47)-3830新和SS (47)-5011

架
空
請
求
詐
欺
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

建
退
共
制
度
の
お
知
ら
せ

自衛隊札幌地方協力本部
静内分駐所

（TEL）0146-44-2855

新
冠
温
泉
ホ
テ
ル
ヒ
ル
ズ

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

労
働
安
全
衛
生
総
合
研
究
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

11
月
は
職
業
能
力
開
発

促
進
月
間
で
す

市民劇団「ど・こ～れ新冠」
第２７回 定期公演
作・演出・美術 / 坪原 功和
（小噺部分 /日本語学習者用小噺集引用）
　　腹話術部分 /作・演出・美術
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金田一  仁志
（落語部分 /演出 /小笠原 春樹）

（　　　 　）（　　　 　）
プロデュース / 中川 光雄

振付 / 品田 彩
音響 / ムーヴ・畑 文子

照明 / ムーヴ

《出演》
　　小笠原 春樹
　　大野 楽生
　　川上 乃希香
　　遠藤 愛佳
　　遠藤 雅治
　　三井 駿人
　　中谷 翔子
　　杉山 詩音
　　木村 啓輔　　
　　相川 凱
　　平間 かおり
　　杉山 和奏
　　加藤 帆乃
　　海馬澤 ゆかり　　
　　海馬澤 みのり
　　大西 希実
　　大野 姫楽
< 特別出演 >
　　金田一 仁志
　　品田 彩

「
北
海
道
村
ワ
ン
グ
ラ
ン
プ
リ
」

「
北
海
道
劇
ワ
ン
グ
ラ
ン
プ
リ
」
と
来
て
、

北
海
道
グ
ラ
ン
プ
リ
シ
リ
ー
ズ
第
３
弾
！

　
笑
い
と
感
動
の
ス
テ
ー
ジ
で
皆
様
を

　
　
　
　
　
　
　
お
迎
え
し
ま
す
！

2024年
  12月14日（土）開演 PM5：30（開場 PM5：00）

レ・コード館町民ホール　前売５００円　当日７００円
　　　　　〈チケット販売〉新冠町レ・コード館
　  〈問い合わせ・電話予約〉090-8632-0511（中川）
　　  主催・市民劇団「ど・こ～れ新冠」
　　  後援・新冠町 / 新冠町教育委員会 / 新冠町文化協会

市民劇団ど・こ～れ新冠　第27回定期公演

「なまら ふぇすてぃばる」

「
人
権
週
間
」
に
あ
わ
せ
て

特
設
相
談
所
を
開
設

日
高
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー
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新冠小学校６年生です

ぼくとわたしの

夢 私はパン屋さんに

なりたいです。理

由は、みなさんに

パンのおいしさを

教えたいからです。

肥田　梓玖

ぼくのお父さんは

トラックに乗って

います。ぼくもお父

さんみたいな運転

手になって家族を

絶対幸せにします。

樋渡　風雅

私は、将来日本一

周をしてみたいで

す。理由はいろい

ろな県について知

ることができるか

らです。

伴　綾音

　

堀
田
二
介
（
仁
助
）
は
津
和
野
藩
士
（
島
根

県
）
で
あ
り
、
幕
府
に
出
向
し
て
天
文
方
の
手

伝
い
を
し
ま
し
た
。
寛
政
11
年
（
一
七
九
九
）
、

蝦
夷
地
で
初
め
て
の
沿
岸
測
量
を
行
っ
て
い

ま
す
。
松
前
か
ら
厚
岸
ま
で
の
海
航
調
査
と
沿

岸
地
図
を
作
成
し
ま
し
た
。『
幻
空
雑
記
』
に

は
「
ニ
イ
カ
ッ
プ
、
サ
ル
へ
六
里
、
当
所
よ
り

南
部
宮
古
己
（
南
南
東
）
に
当
、
シ
リ
ヤ
崎
大

畑
午
（
南
）
に
当
、
松
前
蝦
山
午
末
（
南
南
西
）

に
当
」
と
あ
り
、
地
名
と
方
角
に
つ
い
て
注
意

し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

二
介
は
算
術
に
も
優
れ
て
お
り
『
続
神
壁
算

法
』
に
は
文
化
３
年
（
一
八
〇
六
）
に
機
何
学

問
題
を
考
案
し
て
ニ
ー
カ
ッ
フ
義
経
社
に
算

額
を
奉
納
し
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し

当
時
の
新
冠
会
所
付
近
に
弁
天
社
の
存
在
記

録
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
義
経
社
が
新
冠
に
あ
っ

た
と
い
う
の
は
謎
の
ま
ま
で
す
。 

（
乾 

芳
宏
）

ふ
る
さ
と
探
究 

第
７
回

『
堀
田
二
介
と
新
冠
』

『
続
神
壁
算
法
』
の
一
部

アニマル号（移動図書館車）運行日程

10：05～ 10：20 新冠小学校

10：50～ 11：05 おうるの郷

12：15～ 12：30 子ども発達支援センター

11：00～ 11：15 太陽郵便局

12：45～ 13：10 新冠中学校

14：45～ 15：15 新冠小学校

15：20～ 15：40 町民センター前（児童館）

16：00～ 16：30 認定こども園ド・レ・ミ

12：50～ 13：20 認定こども園ド・レ・ミ

15：20～ 15：40 町民センター前（児童館）

10：05～ 10：20 新冠小学校

10：50～ 11：05 おうるの郷

12：15～ 12：30 子ども発達支援センター

14：45～ 15：15 新冠小学校

12：45～ 13：10 新冠中学校

14：45～ 15：15 新冠小学校

15：20～ 15：40 町民センター前（児童館）

16：00～ 16：30 認定こども園ド・レ・ミ

11：00～ 11：15 太陽郵便局

11 月 14 日

21 日

22 日

12 月６日

12 日

13 日

20 日

26 日

夜間開館のお知らせ

毎週水曜日は、夜間開館日です。
夜８時まで開館しています。

新着ガイド
１００歳の壁 和田　秀樹

書いてはいけない 森永　卓郎

御嶽山噴火生還者の証言 小川　さゆり

減酒セラピー 吉本　尚

田舎の空き家活用読本 農山漁村文化協会

牛乳から世界がかわる  小林　国之

ねこの一日  岩合　光昭

ブレない子育て  栗原　泉

手紙の楽しみ 堤　信子

実録・苦海浄土 米本　浩二

兎は薄氷に駆ける 貴志　祐介

マガツキ 神永　学

定食屋「雑」 原田　ひ香

迷惑な終活  内館　牧子

はじまりの谷 丸橋　賢

新地橋 北原　亞以子

ぼくは、将来宇宙

に関わる仕事や、

学者になりたいで

す。そしていつか、

お金をためて宇宙

に行きたいです。

藤原　直純

私はハワイに行っ

て海ぞいをドライ

ブしてみたいです。

理由は、ドライブ

をすると風が気持

ち良いからです。

樋渡　ののか

今月の一冊

「おしまい図鑑」
真山　知幸　著／笠間書院

エジソン、ナイチンゲール、始皇

帝…歴史に名を残すあの人は人生

の最後をどう過ごしたのだろう。

老いや病気、愛する人との別れ。

苦悩しながらも自分らしく生きた

偉人たちの晩年の様子や、輝く名

言を紹介する。児童書だが大人に

もおすすめ。

　アニマル号は約２０００冊の本を積んで、毎月

定期的に学校や町内各施設を巡回しています。

　大人から子どもまで楽しめるものを選書し、気

軽に借りたり返したりできますので、アニマル号

を見かけたら是非のぞいてみてください。

　運行日時について

は「移動図書館（ア

ニマル号）運行予定」

をご覧ください。

主催　読み聞かせの会「びっくり箱」

場所　レ・コード館図書プラザ　おはなしのへや

・定例読み聞かせ

　　　11 月 23 日（土）13：30 ～

・赤ちゃん絵本の読み聞かせ

　　　11 月 27 日（水）10：30 ～

　状況によって中止となる場合がございます。

　12 月７日（土）はレ・コード館で「冬のお楽しみ会」

を実施します。そのため、12 月の定例読み聞かせ、

赤ちゃん絵本の読み聞かせはお休みします。

●問い合わせ先　レ・コード館図書プラザ　☎ 0146・45・7777

アニマル号でお気に入りの本を見つけよう！

ぼくは、鉄道運転

手になりたいです。

小さいころから鉄

道が大好きなので、

運転してみたいで

す。

福田　春暁

びっくり箱のおはなし会
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９月 21日～ 10月 20日までの届出分（敬称略）

●いつまでもお幸せに

浅利　治樹 ♡ 村邉　奈美恵 東　町

●お誕生おめでとうございます

小笠原　ねね （ 誠  明 美 ) 西泊津

笠 寺 　 音
お と

愛 （ 誠  真 歩 ) 本　町

山 田 　 優
う る

琉 （拓未 美優 ) 明　和

●おくやみ申し上げます

釜蓋　一義 　８０歳 東　町

村上富美子 　９４歳 朝　日

本郷　和彦 　７６歳 大狩部

川越　逸子 　７９歳 万　世

前山千代子 　８１歳 北星町

草野　喜昭 　７１歳 古　岸

町田かず子 　８９歳 東　町

●お問い合わせ先
町民生活課町民生活グループ住民係
　　　　　　　  ☎ 0146・47・2112

冬の交通安全運動（11/13 ～ 11/22）が実施されます！
　〇子どもや高齢者をはじめとする歩行者の安全確保
　〇スリップ事故防止と全席シートベルト着用
　〇飲酒運転の根絶
　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 静内警察署

発
行
・
編
集　

新
冠
町
企
画
課
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
広
報
統
計
係

発　

行　

日　

令
和
６
年
11
月
８
日

住
所　

〒
０
５
９-

２
４
９
２　

北
海
道
新
冠
郡
新
冠
町
字
北
星
町
３
番
地
の
２

電
話　

０
１
４
６
・
４
７
・
２
１
１
１　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
１
４
６
・
４
７
・
２
６
０
０

広
報
に
い
か
っ
ぷ

令
和
６
年
11
月
号
（
通
巻
694
号
）

人の

うごき

人　口 5,046 人 （前月比 － ８人）

　男 2,545 人 （前月比 ± ０人）

　女 2,501 人 （前月比 － ８人）

世 帯 2,826 世帯 （前月比 ＋ ２世帯）
（令和６年 10 月末現在）

火災・救急出動状況　　（ ）かっこ内は前年同期

災害出動件数

３件（３件）

16件（26件）

交 通 事 故 発 生 状 況 　　（ ）かっこ内は前年同期

傷　者

１人（０人）

７人（３人）

救急件数

 27 件（ 24 件）

238件（286件）

死　者

０人（０人）

０人（０人）

火災件数

０件（１件）

４件（４件）

発生件数

１件（０件）

４件（３件）

区　分

１０月

６年１～１０月

区　分

１０月

６年１～１０月

戸  籍  の  窓

　

第
七
十
三
話　

　

「
新
冠
の
地
名
に
つ
い
て
（
伝
説
と
歴
史
）」

（
解
説
含
む
）

　

新
冠
は
昔
、「
シ
リ
ペ
」
と
言
っ
た
の
だ
。
山
の

上
で
シ
リ
ペ
、
シ
リ
ペ
と
鳥
の
声
ら
し
き
も
の
が

聞
こ
え
た
の
で
神
様
が
シ
リ
ペ
と
つ
け
た
の
だ
。

　

新
冠
と
い
う
名
は
、
昔
、
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
が
小

使
（
小
遣
い
）
取
り
を
す
る
た
め
に
木
の
皮
を
は
い

で
、
釜
に
入
れ
て
網
を
染
め
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
。

　

あ
る
日
、
役
場
の
人
（
和
人
）
が
来
て
「
こ
こ

は
何
と
い
う
村
だ
」
と
言
っ
た
そ
う
だ
。
ア
イ
ヌ

の
人
た
ち
は
、
日
本
語
で
訊
ね
ら
れ
た
の
で
何
を

言
っ
て
い
る
か
わ
か
ら
ず
、「
木
の
皮
を
は
い
だ
と

こ
ろ
だ
」
と
言
っ
た
そ
う
だ
。

　

そ
れ
で
「
ニ
カ
プ
」（
木
の
皮
）
と
い
う
名
前
が

つ
い
た
そ
う
だ
。

【
解
説
】

　

こ
の
「
シ
リ
ぺ
」
は
、
鳥
の
鳴
き
声
を
表
わ
し
た

音
で
す
が
、
一
説
に
は
「
岬
」
と
い
う
意
味
の
ア
イ

ヌ
語
で
示
さ
れ
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
シ
リ

ぺ
が
新
冠
の
ど
こ
の
辺
り
を
指
す
の
か
は
特
定
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
新
冠
の
古
い
言
い
伝
え
の
中
に
登
場

す
る
特
別
な
ア
イ
ヌ
語
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

昔
、
新
冠
に
は
漁
場
が
あ
り
ま
し
た
。
漁
場
の

人
は
漁
網
を
強
く
す
る
た
め
、
茶
色
く
染
め
て
使
っ

て
い
ま
し
た
。
木
の
皮
を
は
ぎ
、
釜
に
皮
と
網
を
入

れ
て
煮
る
と
き
れ
い
に
染
め
上
が
り
ま
す
。
ア
イ
ヌ

の
人
は
、
木
の
皮
を
は
ぐ
仕
事
を
し
て
働
く
こ
と
が

あ
っ
た
よ
う
で
す
。
カ
シ
ワ
や
ハ
ン
ノ
キ
の
皮
な
ど

を
運
ん
で
い
た
と
い
う
証
言
が
あ
り
ま
す
。
ち
な
み

に
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
ア
イ
ヌ
民
族
と
和
人
の
交

易
地
で
あ
り
、
漁
場
も
備
え
て
い
た
「
新
冠
会
所
」

で
は
、
シ
ナ
ノ
キ
の
皮
を
使
っ
た
縄
を
交
易
品
と
し

て
取
り
扱
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

新
冠
を
指
す
ア
イ
ヌ
語
地
名
と
し
て
、「
ピ
ポ
ク
」

と
「
ニ
カ
プ
」
が
記
録
に
出
て
き
ま
す
。
ピ
ポ
ク

は
「
岩
の
陰
」
と
い
う
意
味
で
、
判
官
館
の
岬
付

近
を
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、記
録
に
よ
っ
て
は「
ビ

ボ
ク
」
と
表
わ
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
こ
の
音
は
、
密
売
を
す
る
人
の
意
味
で
あ

る
「
ビ
イ
フ
ク
」
と
い
う
ア
イ
ヌ
語
と
似
て
お
り
、

印
象
が
悪
い
た
め
に
ニ
カ
プ
に
改
め
ら
れ
た
と
い

う
記
述
が
あ
り
ま
す
。

　

「
ニ
カ
プ
」
は
ニ
レ
の
木
、
特
に
オ
ヒ
ョ
ウ
ニ
レ

の
皮
を
指
す
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
新
冠

に
お
け
る
ニ
レ
の
木
は
、
ハ
ル
ニ
レ
の
方
が
多
く

見
ら
れ
ま
す
。

新
新
冠
に
ま
つ
わ
る
お
話
し
を
集
め
た

冠

百

話

パ パ　　　 マ マ

明
和
に
あ
る
「
ふ
る
さ
と
の
木
ハ
ル
ニ
レ
」。
昔
、
新

冠
の
ア
イ
ヌ
民
族
は
、
ニ
レ
を
は
じ
め
シ
ナ
ノ
キ
な
ど
、

木
の
皮
を
よ
く
扱
っ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。


